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既
存
の
組
織
の
会
員
数
が
、
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

組
織
へ
の
加
入
者
減
少
に
加
え
、
会
員
が
高
齢
化
し

死
亡
者
が
増
え
て
い
ま
す
。「
入
会
し
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
を
、
喜
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
」、

そ
ん
な
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
会
員
数
４
０
０
０
名
を
誇
っ
た
新
退
教
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
新
退
教
な
ど
既
存
の
組

織
の
存
在
価
値
は
な
い
の
で
は
？
」
と
い
う
人
も
い

ま
す
。
し
か
し
、
既
存
の
会
に
参
加
し
た
時
の
先
輩

の
言
葉
、「
豊
か
な
人
生
は
、
既
存
の
会
を
も
生
か

す
“
積
極
性
”
か
ら
生
ま
れ
る
」
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
は
、
新
退
教
は
「
社
会
の
風
を
入
れ

る
窓
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
退
教
役
員
に
よ
る
新
潟
日
報
「
窓
」
欄
へ
の
投

稿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
本
目
は
、長
岡
支
部
幹
事
長
横
山
弘
さ
ん
の「
国

民　

見
下
さ
れ
て
い
な
い
か
」
で
す
。
安
倍
首
相
は

「
丁
寧
に
説
明
す
る
」
と
連
発
し
ま
す
が
、
質
問
に

は
正
対
せ
ず
、
い
つ
の
間
に
か
重
要
法
案
が
成
立
し

て
し
ま
い
ま
す
。
野
党
は
問
題
の
核
心
を
突
く
追
及

を
し
て
欲
し
い
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

２
本
目
は
、本
部
の
事
務
局
長
山
岸
修
さ
ん
の「
県

職
員
の
給
与
削
減
を
懸
念
」で
す
。「
県
財
政
の
悪
化
」

即
「
給
与
削
減
」
の
動
き
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

学
校
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
後
輩
教
職
員
に
、「
投

稿
」
と
い
う
形
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
の
私
た
ち
の
多
く
が
、
横
山
さ
ん
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
「
政
治
家
は
現
実
を
分
か
る
よ
う
に
伝

え
て
い
な
い
」「
将
来
を
視
野
に
入
れ
て
見
渡
す
政

策
を
提
案
し
て
い
な
い
」「
日
本
の
政
治
は
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」「
退
職
者
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
は
何
か
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
退
教
本
部
が
、
そ
の
問
い
に
答
え
る
形
で
行
っ

て
い
る
の
が
「
学
び
の
集
い
」
で
す
。
昨
年
度
は
、

今
ま
で
縁
が
な
か
っ
た
民
間
会
社
重
役
で「
反
原
発
」

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
は
政
治
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
民
運
動
を
実
践

さ
れ
て
い
る
大
学
教
官
を
講
師
に
学
習
会
を
行
い
、

行
動
の
選
択
肢
を
探
り
ま
し
た
。

　

本
部
役
員
と
し
て
、
政
治
の
世
界
に
限
ら
ず
仲
間

の
問
い
「
退
職
者
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

に
応
え
、
風
を
入
れ
る
活
動
、「
新
退
教
通
信
」
の

発
行
、
支
部
間
の
情
報
交
換
等
、
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
声
を
上
げ
る

こ
と
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。

�

フ
レ
ッ
ド
・
ト
ヨ
サ
ブ
ロ
ー
・
コ
マ
ツ

�

（
日
系
２
世
米
国
人 1919

～2005

）

健
や
か
に
老
い
る

社
会
の
風
を
入
れ
る
窓

新
退
教
副
会
長

米　

山　

忠　

彦
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支
部
代
表
者
会 

＆

　
　

 

現
退
役
員
交
流
会

　

12
月
９
日
、
支
部
活
動
に
つ
い
て
互
い
に
悩
み
を

打
ち
明
け
、
よ
り
良
い
向
上
を
目
指
す
「
支
部
代
表

者
会
」
と
、
新
教
組
と
新
退
教
の
役
員
が
意
見
交
換

を
行
う
「
現
退
役
員
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
員
を
一
人
で
も
多
く
と
の
思
い
か
ら
新

潟
市
江
南
区
・
秋
葉
区
・
南
区
・
五
泉
市
・
阿
賀
町

を
意
識
し
た
新
潟
五
泉
支
部
の
再
構
築
を
模
索
す
る

中
心
的
な
会
員
が
、
大
坂
和
夫
会
長
の
開
会
挨
拶
の

中
で
紹
介
さ
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

「
魅
力
あ
る
活
動
」
は

　
　
　「
会
員
増
加
」
に
つ
な
が
る

　

三
南
支
部
の
土
田
博
支
部

長
か
ら
「
魅
力
あ
る
新
退
教

活
動
の
創
造
と
組
織
拡
大
」

に
つ
い
て
事
例
報
告
が
あ
っ

た
。「
地
域
に
関
わ
る
・
技

術
が
身
に
付
く
・
土
産
が
あ

る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
道

に
参
加
者
を
増
や
し
て
い
る

様
子
が
報
告
さ
れ
た
。

　

全
体
協
議
や
グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
各
支
部
で
工

夫
し
て
い
る
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
だ

け
の
活
動
に
な
り
が
ち
な
傾
向
を
打
破
す
る
た
め
に
、

顔
の
見
え
る
案
内
文
書
の
配
付
、
会
員
の
動
静
が
分

か
る
広
報
紙
の
在
り
方
等
、
横
の
つ
な
が
り
の
重
要

性
が
議
論
さ
れ
た
。「
魅
力
あ
る
活
動
」
は
、
参
加

者
の
喜
び
と
な
り
、
現
役
世
代
に
も
伝
わ
っ
て
「
会

員
増
加
」
に
つ
な
が
る
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

米
山
忠
彦
副
会
長
は
閉
会
挨
拶
で
会
員
一
人
一
人

を
大
切
に
す
る
組
織
で
あ
り
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

見
え
る
活
動
で
課
題
解
決
を

　

新
教
組
の
八
木
克
洋
委
員
長
が
挨
拶
で
、
県
財
政

の
悪
化
と
教
職
員
の
給
与
等
削
減
の
関
連
の
不
条
理

さ
、
組
合
員
の
政
治
参
加
意
識
の
希
薄
化
傾
向
に
つ

い
て
熱
く
語
っ
た
。
中
島
崇
副
委
員
長
か
ら
は
、
採

用
状
況
の
変
化
に
伴
う
新
加
入
に
関
わ
る
課
題
、
働

き
方
・
多
忙
化
解
消
の
取
組
と
残
さ
れ
た
課
題
等
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
先
輩
か
ら
の
助
言
が
随
所
で
見

ら
れ
た
。「
昔
は
こ
ん
な
不
自
由
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
改
善
を
し
て
今
の
権
利
が
あ
る
。
こ
れ
を
言
い

続
け
る
こ
と
が
、
見
え
る
活
動
と
な
り
、
課
題
解
決

に
な
る
の
で
は
。」
と
い
う
言
葉
が
胸
に
残
っ
た
。

�

（
本
間
）

新
教
組
旗
開
き

　

恒
例
の
旗
開
き
が
１
月
11
日
、
新
潟
会
館
で
行
わ

れ
た
。
八
木
克
洋
委
員
長
は
、
県
財
政
危
機
に
よ
る

給
与
等
臨
時
削
減
の
不
当
性
、
働
き
方
改
革
、
憲
法

問
題
等
に
つ
い
て
熱
を
込
め
て
話
さ
れ
た
。

　

来
賓
挨
拶
４
人
、
乾
杯

は
徳
留
信
登
上
越
支
部
書

記
長
、
国
会
議
員
挨
拶
４

人
、
閉
会
挨
拶
は
中
島
崇

副
委
員
長
が
行
っ
た
。

　

充
実
し
た
旗
開
き
で
あ

り
、
貴
重
な
情
報
交
換
の

場
で
も
あ
っ
た
。

　

来　

賓
（
敬
称
略 

＊
日
政
連
議
員
）

牧
野
茂
夫
（
連
合
新
潟
）、
吉
田
裕
史
（
高
教
組
）、

皆
川
正
裕
（
自
治
労
）、
長
沢
正
一
（
県
職
労
）、
那

谷
屋
正
義
（
＊
参
議
員
）、
西
村
智
奈
美
（
衆
議
員
）、

黒
岩
宇
洋
（
〃
）、菊
田
真
紀
子
（
〃
）、森
裕
子
（
参

議
員
）、
打
越
さ
く
ら
（
〃
）、
山
本
和
代
（
日
教
組
）、

長
部
登
（
＊
県
議
）、
青
木
学
（
＊
新
潟
市
議
）、
石

附
幸
子
（
＊
〃
）、
荒
井
眞
理
（
＊
佐
渡
市
議
）、
齋

藤
敏
明
（
労
金
）、新
井
秀
和
（
学
協
）、森
弘
志
（
教

職
員
共
済
）、
大
坂
和
夫
（
新
退
教
）、
山
岸
修
（
〃
）、

金
子
玲
子
（
退
女
教
）、
遠
山
栄
子
（
〃
）
金
子
啓

子
（
相
談
室
）、
山
田
彫
子
（
〃
）、
他
15
人

�

（
山
岸
）



新 退 教 通 信（3） 第180号2020年３月１日

金
品
３
億
２
千
万
円
！

　

昨
秋
、
関
西
電
力
の
役
員
等
20
名
が
、
福
井
県
高

浜
町
の
元
助
役
・
森
山
栄
治
氏
か
ら
３
億
円
以
上
の

金
品
を
受
領
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
も
、
菓
子
箱
の
下
に
金
貨
や
小
判
（
？
）

が
入
っ
て
い
た
と
か
…
。
時
代
劇
「
水
戸
黄
門
」
の

場
面
を
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
私
た
ち
の
電
気
料
金
か
ら
闇
金
が
生

み
出
さ
れ
、
原
発
立
地
や
再
稼
働
の
工
作
に
使
わ
れ

て
い
た
の
で
す
！　

許
せ
ま
せ
ん
！

　
「
原
発
は
み
ん
な
が
嫌
が
る
施
設
だ
か
ら
汚
い
お

金
を
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
使
わ
な
い
と
建
設
も
運
営
も
出

来
な
い
。
だ
か
ら
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
」
と
河
合
弘

之
弁
護
士
は
指
摘
し
ま
す
。

　

10
月
24
日
、
大
阪
で
「
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー
不
正

還
流
を
告
発
す
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
全
国
か
ら
千

人
以
上
の
告
発
人
を
募
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
平
和
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
教
組
・
新
退
教
に

も
告
発
人
の
依
頼
が
急
遽
入
り
、
新
退
教
本
部
役
員

と
支
部
長
の
15
人
も
告
発
人
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
、
目
標
千
人
を
大
き
く
上
回
っ
た
３
２

７
２
人
で
大
阪
地
検
に
告
発
し
ま
し
た
。

　
「
告
発
す
る
会
」
に
ご
支
援
を
。�

（
山
岸
）

こ
と
ぶ
き
講
座
ご
案
内

４
／
27
（
月
） 

始
め
よ
う
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

５
／
８
（
金
） 

笑
い
ヨ
ガ
＆
漫
談
＆
芸
能
①

６
／
１
（
月
） 

ス
マ
ホ
相
談

７
／
10
（
金
） 

笑
い
ヨ
ガ
＆
漫
談
＆
芸
能
②

８
／
24
（
月
） 

ル
ー
ル
知
る
…
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀

９
／
11
（
金
） 

笑
い
ヨ
ガ
＆
漫
談
＆
芸
能
③

☆10:30

～12:00　

☆
新
教
組
会
館

☆
申
込
は
新
退
教
へ 

℡025-281-8146

☆
読
者
会
員
・
賛
助
会
員
も
参
加
Ｏ
Ｋ

☆
希
望
者
に
は
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
で
毎
回
案
内

年
金
額
０
・
２
％
プ
ラ
ス

　

２
０
２
０
年
度
の
年
金
額
改
定
に
つ
い
て
、
１
月

24
日
、
厚
労
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
法
律
の
規
定
で

昨
年
度
よ
り
０
・
２
％
プ
ラ
ス
と
な
る
。（
物
価
が
０
・

５
％
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
実
質
は
０
・
３
％
減
…
。

何
か
方
法
は
な
い
の
か
…
。）

＊
改
定
ル
ー
ル
…
①
物
価
変
動
率
、
②
賃
金
変
動
率

が
と
も
に
プ
ラ
ス
の
場
合
、
低
い
ほ
う
を
用
い
る
。

今
回
、
①
は
０
・
５
％
、
②
は
０
・
３
％
、
③
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
は
▲
０
・
１
％
な
の

で
、
②
か
ら
③
を
引
い
て
０
・
２
％�

（
山
岸
）

★「30人以下学級…請願署名」72,158筆を提出し、県議会に請願
―新退教の署名2025筆―

　新教組は12月12日、県議会総務文教委員会で、30人以下学級実現・教職員定数増・教育予算
増額を求める請願書の趣旨説明を行った。口頭陳述に立った徳橋和人執行委員は、本県教育予
算の割合が14.4％（全国平均19.0％）で全国46位であることを指摘。「何にお金をかけるべきか
を改めて議論してほしい」と述べ、教育予算の拡充を強く求めた。
　しかし、結果は今年も請願不採択であった。今年度、県小中学校ＰＴＡ連合会と連携した署
名活動を展開し、新たにラジオＣＭも放送して世論喚起を図っただけに残念であった。
� （2020.1．20 新教組週報 抄）

＊不採択理由「30人以下学級については、検証と議論が必要なため」（令和元年12月20日，新潟県議会議長）

★皆様の要望をお寄せください
　５月下旬に新退教総会、６月上旬に日退教総会、７月下旬に新退連総会があります。特に、
新退連は秋に自治体（県・市町村）要請を行いますので、身近で具体的な生の声を新退教本
部や各支部にお寄せください。（率直に日常的な気づきを。メモでＯＫ。）
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現
職
と
退
職
が

　
　
　

  

一
体
と
な
っ
て

小
千
谷
北
魚
支
部 

副
支
部
長

須　

田　

文　

彦

　

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
す

る
少
子
高
齢
化
。
政
府
自
民
党
の
無
策
と
変
節
ぶ

り
に
は
腹
が
立
つ
ば
か
り
だ
。
こ
の
超
高
齢
少
子

化
に
対
し
て
、
国
も
地
方
自
治
体
も
財
政
が
立
ち

行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
政
権
の
制
度
設

計
ミ
ス
が
す
べ
て
現
役
世
代
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
。

一
年
の
回
想中

魚
支
部 

支
部
長

市　

川　
　
　

正

　

昨
年
は
、
３
月
に
９
時
間
に
も
及
ぶ
心
臓

手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
高
齢
の
母
の

世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

１
月
に
母
の
施
設
入
所
、
そ
し
て
私
の
手
術

（
１
か
月
入
院
、
２
か
月
の
自
宅
安
静
）
８

月
は
妻
の
股
関
節
手
術
と
入
院
が
続
き
、
昨

年
の
前
半
は
闘
病
続
き
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
は
家
の
後
半
分
の
解
体（
１
か
月
間
）

と
続
き
、
波
乱
に
富
ん
だ
１
年
で
し
た
。

　

ま
た
、今
年
の
１
月
か
ら
は
次
女
一
家（
７

歳
と
５
歳
児
、
婿
は
海
外
勤
務
）
が
同
居
、

妻
と
の
二
人
生
活
が
一
変
し
、
生
活
感
覚
や

習
慣
の
ズ
レ
か
ら
、
何
か
と
ス
ト
レ
ス
感
の

多
い
日
々
を
慌
た
だ
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
５
月
に
は
末
娘
が
結
婚
し
ま
す
。

こ
れ
で
我
が
子
全
員
が
所
帯
持
ち
と
な
り
ま

す
。
親
の
務
め
も
一
区
切
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
先
の
１
年
、
支
部
も
私
も
平
穏
な
日
々
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

行
っ
た 

観
た 

感
動
し
た

上
越
支
部 

事
務
局
次
長

松　

村　

久　

夫

　

二
人
が
元
気
な
う
ち
に
と
、
新
幹
線
で
津
軽
海

峡
を
渡
り
、
函
館
山
・
五
稜
郭
で
夜
景
を
楽
し
み
、

厳
島
神
社
で
は
潮
の
満
ち
引
き
を
体
験
し
、
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
感
慨
に
浸
り
ま
し
た
。
ま
た
、

愛
車
で
４
回
目
の
松
本
城
を
登
城
、
イ
ヨ
ボ
ヤ
会

館
、
油
揚
げ
を
食
べ
に
行
き
栃
尾
城
祉
に
登
城
、

２
回
目
の
姫
路
城
や
天
橋
立
、
越
前
大
野
城
、
千

里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
も
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
然
教
職
員
も
例
外
で
は
な
い
。
あ
と
10
年
も

す
れ
ば
皆
70
歳
ま
で
働
か
さ
れ
、
年
金
支
給
年
齢

は
75
歳
に
引
き
上
げ
ら
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
憂
慮
す
べ
き
は
国
民
医
療
保
険
制
度
の

崩
壊
で
あ
る
。
年
金
制
度
よ
り
も
早
く
破
綻
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
若
い
頃
の
働
き
す
ぎ
が
た
た
っ

て
、
病
気
に
な
っ
て
も
「
医
療
費
は
５
割
負
担
」

な
ど
と
い
う
時
代
が
、も
し
か
し
た
ら
来
る
の
で
は
…
。

　

現
職
者
と
退
職
者
の
境
が
不
明
確
に
な
っ
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
教

職
員
が
希
望
の
も
て
る
時
代
に
な
る
よ
う
に
協
働

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

加
茂
水
族
館
で
は
ク
ラ
ゲ
に
癒
さ
れ
、
３
回
目
の

日
光
東
照
宮
、
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
エ
ア
に
も
行

き
ま
し
た
。
２
回
目
の
彦
根
城
で
は
ひ
こ
に
ゃ
ん

に
癒
さ
れ
、
関
ケ
原
古
戦
場
、
長
浜
城
、
賤
ケ
岳

古
戦
場
山
頂
に
登
っ
た
り
、
小
谷
城
祉
、
一
乗
谷

城
祉
を
観
た
り
し
た
１
年
で
し
た
。
特
に
、
武
士

の
知
恵
と
、
工
夫
と
、
体
力
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
愛
車
で
２
回
目
の
弘
前
城
と
３

回
目
の
熊
本
城
に
行

く
予
定
で
い
ま
す
。

体
力
と
相
談
し
な
が

ら
・
・
・
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学
校
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

佐
渡
支
部 

支
部
長

山　

岸　

善　

晴

　

文
科
省
は
昨
年
10
月
、
毎
年
行
っ
て
い
る
「
児

童
生
徒
の
生
徒
指
導
上
の
調
査
」（
公
立
小
中
高

悉
皆
）
平
成
30
年
度
分
の
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。

　

直
近
５
年
間
を
見
て
も
、「
い
じ
め
、
暴
力
行
為
、

不
登
校
」
の
児
童
生
徒
数
は
右
上
が
り
を
続
け
、

過
去
最
多
と
な
り
、
不
審
者
事
案
や
虐
待
事
案
は

深
刻
な
社
会
問
題
と
化
し
て
い
る
。

新
潟
五
泉
支
部
の
再
出
発

発 

起 

人
新　

井　

秀　

和

　

２
年
前
に
退
職
、
新
退
教
に
入
ろ
う
と
思
っ
た

ら
「
秋
葉
区
に
住
ん
で
い
る
人
の
新
退
教
は
な
く

な
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
調
べ
て
み
た
ら
、

５
年
前
に
様
々
な
事
情
か
ら
支
部
が
本
部
に
会
費

を
払
わ
な
く
な
り
、
自
然
消
滅
し
た
よ
う
な
状
態

だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
ん
な
折
、
退
職
し
た
人
か
ら
「
新
潟
五
泉
支

部
を
復
活
さ
せ
て
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
退
職

金
や
年
金
制
度
が
改
悪
さ
れ
、
退
職
者
に
と
っ
て
、

不
安
な
状
況
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

団
結
す
る
こ
と
で
安
心
感
が
生
ま
れ
、
未
来
に
希

望
が
持
て
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
退
職
し
た
元
新
潟
五
泉
エ
リ
ア
に
お

住
い
の
方
々
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
８
人
の
方

に
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
々
木
均
さ
ん
、

高
橋
初
敏
さ
ん
を
中
心
に
、
以
前
の
よ
う
な
新
潟

五
泉
支
部
を
再
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
潟
支
部
、
こ
の
１
年

新
潟
支
部 

幹
事

唐　

沢　

哲　

也

　

こ
こ
数
年
、新
潟
支
部
の
活
動
は
、春
の
総
会
・

秋
の
一
泊
研
修
旅
行
・
福
祉
介
護
施
設
訪
問
・
学

習
会
（
講
演
会
）・
支
部
だ
よ
り
の
発
行
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
潟
支
部
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新

し
さ
も
取
り
入
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
評
判
が
良
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

総
会
の
会
場
を
支
部
会
館
か
ら
「
じ
よ
い
あ
す

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
役
教
員

の
多
忙
感
や
疲
弊
感
解
消
の
一
支
援
策
と
し
て
、

支
部
で
は
全
会
員
に
書
面
で
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
授
業
支
援
、
生
徒
指

導
支
援
、
特
活
支
援
、
個
別
指
導
支
援
等
、
各
校

の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、
筆
者

も
地
元
小
学
校
の
子
ど
も
安
全
応
援
隊
員
を
引
き

受
け
た
。
主
務
は
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
で
あ
る
。

　

遠
距
離
の
子
ど
も
は
３
㎞
弱
。
孤
独
な
早
朝
散

歩
よ
り
楽
し
い
健
康
づ
く
り
だ
と
得
心
し
て
い
る
。

新
潟
会
館
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
集
ま
り
や
す

く
、
ま
た
、
安
心
し
て
飲
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

湯
沢
へ
の
一
泊
研
修
旅
行
。
旅
日
程
や
料
金
、

事
前
の
資
料
準
備
に
担
当
幹
事
の
細
か
い
配
慮
が

あ
り
、
昼
夜
と
も
に
充
実
し
た
研
修
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
支
部
だ
よ
り
」
が
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

会
員
が
知
り
た
い
情
報
を
編
集
委
員
会
で
検
討
し
、

発
行
し
て
い
ま
す
。
政
治
・
年
金
問
題
、
会
員
の

趣
味
や
旅
行
記
な
ど
、
充
実
し
た
記
事
の
掲
載
で
、

発
行
が
待
ち
遠
し
い
と
い
う
声
も
届
い
て
い
ま
す
。
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◎
教
職
員
共
済
［
火
災
共
済
］

　

地
震
に
よ
る
火
災
や
家
屋
倒
壊
等
は
、
火
災
共
済

で
は
補
償
さ
れ
な
い
。
自
然
災
害
共
済
を
付
帯
す
れ

ば
補
償
さ
れ
る
。

　
［
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
囲
碁
大
会
］

　

10
月
４
日
、
富
山
市
で
行
わ
れ
た
。
県
内
か
ら
の

入
賞
者
は
二
人
。
祝
入
賞
。

Ａ
ク
ラ
ス　

３
位　

澤
田
芳
郎
七
段
（
上
越
支
部
）

Ｃ
ク
ラ
ス　

３
位　

長
谷
川
真
２
級
（
長
岡
支
部
）

　
［
核
兵
器
廃
絶
千
万
人
署
名
の
報
告
］

　

昨
秋
、
急
に
入
っ
た
標
記
の
署
名
、
各
支
部
役
員

ク
ラ
ス
の
方
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
５
８
９
筆
集

ま
っ
た
。
感
謝
。

　
　
　

海
道
日
本
一
周　

九
州
②

　
　
　
　

あ
こ
が
れ
の
美
し
き
開
聞
岳

�

高
橋　

初
敏

　

大
分
か
ら
宮
崎
へ
。
青
島
海
岸
で
穴
の
開
い
た
石

を
拾
う
。
小
学
校
６
年
生
の
江
ノ
島
旅
行
で
拾
っ
た

石
と
同
じ
だ
。
穴
の
開
い
た
石
の
謎

が
50
年
ぶ
り
に
解
け
た
。

　

大
隅
半
島
を
回
り
、
桜
島
を
一
周
。

火
山
灰
で
埋
ま
っ
た
お
社
に
お
参
り

し
、
鹿
児
島
市
へ
。
な
ん
と
坂
の
多

い
街
だ
ろ
う
。
お
城
は
工
事
中
で
入

れ
な
い
。

　

薩
摩
半
島
の
南
端
。
小
学
校
の
時

　
　

<

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集>

　

事
務
局
の
人
手
が
足
り
ず
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

１
か
月
に
１
回
程
度
、
事
務
・
通
信
づ
く
り
・
こ
と

ぶ
き
講
座
等
を
一
緒
に
や
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。�

（
山
岸
）

〔
ミ
ニ
情
報
〕

◇
会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば
き
」（
☎

0256-77-2013

開
館
土
日
月
）、　

３
／
21
～
４
／
６
金
子
昭
子
切
り
絵
展
、
４
／
25

～
５
／
11
尾
身
伝
吉
木
版
画
展
、
５
／
23
～
６
／

８
佐
久
間
節
子
裂
織
展
、
６
／
13
～
29
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
作
品
展
、
７
／
４
～
20
樋
口
正
と
仲
間
た
ち

の
絵
画
展
、
８
／
１
～
24
（
15
，
16
，
17
休
）
渡

辺
欣
次
木
版
画
展

◇
３
／
21
（
土
）13:30

～
、
新
潟
市
総
合
福
祉
会

館
（
中
央
区
八
千
代
１
）
で
映
画
「
主
戦
場
」（
日

系
米
国
人
ミ
キ
・
デ
ザ
キ
が
慰
安
婦
問
題
論
争
を

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
・
分
析
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
）
が
上
映
さ
れ
る
（
募
金
500
円
～
）。

◇
直
江
津
駅
前
の
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
の
駅
弁
「
さ

け
め
し
」
が
「
駅
弁
味
の
陣
２
０
１
９
」
で
最
高

賞
の
「
駅
弁
大
将
軍
」
を
受
賞
し
、
１
／
10
に
表

彰
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。「
さ
け
め
し
」
は
１

２
０
０
円（
税
込
み
）。
直
江
津
駅
や
上
越
妙
高
駅
、

ハ
イ
マ
ー
ト
で
販
売
。

み
ん
な
の
広
場

初
め
て
手
に
し
た
地
図
帳
に
出

て
い
た
「
開
聞
岳
」
に
い
よ
い

よ
会
え
る
。
そ
の
前
に
立
ち
寄

っ
た
知
覧
の
特
攻
資
料
館
。
出

撃
の
前
ま
で
過
ご
し
た
と
い
う

三
角
兵
舎
と
開
聞
岳
が
重
な
り
、

憧
れ
の
山
は
別
の
山
に
。
開
聞

岳
は
日
本
に
別
れ
を
告
げ
る
特

攻
兵
の
富
士
山
だ
っ
た
。

○
ケ
ア
マ
ネ
（
介
護
支
援
専
門
員
）
は
、
介
護
保
険

制
度
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
者
の
状

態
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
、
実
際
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
各
方
面
に
段
取
り
を
す
る
人
。
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
に
所
属
。　

ケ
ア
マ
ネ
を
探
す
に
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
い
い
。

ケ
ア
マ
ネ
は
途
中
で
変
え
る
こ
と
も
可
能
。「
相

性
が
悪
い
」
と
言
え
ば
角
が
立
た
な
い
。

○
認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
は
３
つ
。

　

①
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
…
一
般
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
よ
り
手
厚
い　

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

…
ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
＋
施
設
へ
の
通
い
・
泊
り　

③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
…
要
支
援
２
以
上　

□
昨
年
10
／
２
、
地
公
退
（
地
方
公
務
員
退
職
者
協

議
会
）
は
総
務
省
へ
２
０
１
９
年
度
要
求
を
提
出
。

＊
昨
年
12
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
34
歳
の
女
性
首
相

が
誕
生
し
た
。
サ
ン
・
マ
リ
ー
ン
さ
ん
は
同
国
史

上
最
年
少
の
首
相
。

＊2019.12.17

、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
０
１

９
男
女
格
差
指
数
を
発
表
。
日
本
は

121
位
（
18
年

110
位
、
17
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新潟県退職教職員連絡協議会の皆様へ

日本教職員相互共済会からのお知らせ

日本教職員相互共済会は
2020年代半ばごろに事業の終了を予定しています

　当共済会は、1982年に日教済（現在は教職員共済）の「退職者共済」を移管し、これを運営す
る組織として出発しました。以来、お支払いした共済金の総額は190億円を超えています。
　一方、共済発足時には想定されていなかった超低金利・ゼロ金利が長期化しており、「お支払
いいただいた掛金の運用利息で共済事業を行い、最終的には掛金相当額もお返しする」（改定退
職者共済の場合）という当会の事業構造に無理が生じてまいりました。
　このような事態を受け、当会は第71回通常総代会（2019年６月27日）において、「会員の皆様
に掛金相当額をお返しできるタイミングを見極め、その時点で事業を終了する」という基本方針
を確認しました。
　事業の終了時期は2020年代半ばごろを想定いたしております。

教職員共済が管理 相互共済会が管理

改定退職者共済

（1981～1999年度）

死亡見舞金・退会見舞金
喜寿・米寿祝金
（生命特約）

 長期療養見舞金 

（入院特約）

新退職者共済

（2000～2001年度）

死亡見舞金・退会見舞金
喜寿・米寿祝金

（生命特約）（入院特約）

 長期療養見舞金 

 人間ドック給付 

１．「退職者共済」は教職員共済と当会で分担してお引き受けしています
　退職者共済は、上の表の通り教職員共済と当会で分担してお引き受けしています。このうち
事業を終了するのは、相互共済会が管理している部分（網掛け部分）になります。
２．事業終了に際しては、お支払いいただいた掛金相当額を返戻金としてお支払いします
� （改定退職者共済の場合）
　改定退職者共済については、お支払いいただいた掛金（一口５万円、二口まで）は、共済金
支払いに必要な責任積立金として教職員共済と分担して管理されており、事業終了時には当会
分の全額をお返しします。
　なお、その際に教職員共済分を同時解約された場合、お支払いする返戻金の総額は「一口あ
たり５万円」を下回りません。（長期療養見舞金を２度お支払いした方については下回る場合
があります）
３．円滑な事業終了に向け、万全の準備を進めてまいります
　事業終了までの間、当会は従来通りの共済事業を継続します。共済事由が発生した場合、遠
慮なくご請求ください。
　また、事業終了に向け混乱を招くことのないよう万全の準備を進めてまいりますが、現在、
この準備の一環として「早期解約キャンペーン」を実施中です。2020年10月末日までにご解約
いただいた方にはエコバックをプレゼントさせていただいておりますので、ご協力いただけれ
ば幸甚です。

お問い合わせ　日本教職員相互共済会フリーダイヤル� 0120-940-549
　　　　　教職員共済生活協同組合フリーダイヤル� 0120-568-372
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